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横風に強い飛行機の開発に関する研究
飛行機は横風を受けると横滑りするが、上反角効果によって反対方向にロールして横滑りをなくすようになっている。その結果、着陸
寸前に強い横風を受けると、大きくロールするため滑走路に翼端が接触して事故になる可能性がある。本研究は、これを改善して横
風に強い飛行機を開発するための研究である。
通常機では、横滑りによりロール運動が発生するようにできているが、これをなくすには、上反角効果をなくす必要がある。しかし、上
反角効果をなくすと、スパイラル運動が不安定となり別の問題が生じる。本研究では、上反角効果と同時に方向安定も弱めることで、
横風に強い飛行機を開発しようとするものである。

一般的に飛行機は横風に弱く、横風着陸時には地
上に接触する危険性がある。その為、横風に強い
飛行機が開発できれば、欠航率を少なく出来るし、
また安全な着陸も可能となる。
左記の画像は、横風に強い飛行機のイメージを示
したものである。

現在は理論的な研究と、フライトシミュレー
タによる実験段階の研究を行っておりま
す。今後は模型飛行機を使って、実際に飛
ばしてその効果を確認する予定です。本研
究にご興味がありましたら、お気軽にご連
絡ください。
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